
2021年6月19日(土) 15：00～
オンライン（Zoom）開催

（受付開始14：20～）

静岡県立清水東高等学校

第３４回関東地区同窓会 総会・懇親会



〈式次第〉

第一部 総 会・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・ 15：00～15：10

・開会宣言 関東地区同窓会事務局長 中川義夫(高26回生)

・会長挨拶 関東地区同窓会会長 大川直治(高25回生)

・会計報告・監査報告 関東地区同窓会事務局長 中川義夫(高26回生)

・役員の選任 関東地区同窓会会長 大川直治(高25回生)

・閉会の辞 関東地区同窓会会長 大川直治(高25回生)

第二部 講演会・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・ 15：10～16：15

・講演第一部

講師 高35回生 越水重臣氏（東京都立産業技術大学院大学教授）

テーマ 「ポストコロナの時代は“学び直し”で幸せに」

・講演第二部
講師 高36回生 久保田健氏（アステラス製薬㈱ 事業開発部部長）

テーマ 「イノベーションの価値、企業の値段」

休憩 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 16：15～16：25

第三部 懇親会・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・ 16：25～18：30

・会長挨拶 関東地区同窓会会長 大川直治(高25回生)

・来賓挨拶 清水東高校長 寺島明彦

・来賓挨拶 同窓会会長 中澤通訓(高15回生)

・乾 杯 関東地区同窓会副会長 杉本信策(高28回生)

・卒業年別ブレイクアウトルーム

・CM「あの頃のサッカー部の活躍をもう一度！」

・出身中学別ブレイクアウトルーム

・清高通信

・校歌（連歌）斉唱 高36回生応援団団長 入澤伸一（高36回生）

・当次年度幹事紹介・閉会挨拶

代表幹事 中村健治（高35回生）

中嶋丈寿（高36回生）

次回代表幹事 天野良彦（高37回生）
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■役員名簿（案）

会 長 大川 直治（高25回生）重任

副会長 杉本 信策（高28回生）重任

副会長 鈴木 祐次（高28回生）重任

監査役 山田 明弘（高23回生）重任

監査役 大村 和宏（高32回生）新任

顧 問 都築 賢治（高21回生）重任

事務局長 中川 義夫（高26回生）重任

【会長挨拶】

本日は、関東地区同窓会の新しい試み・リモート同窓会に多数参

加頂き、誠に有り難うございます。

コロナ禍で同窓生が集まって実施するのは難しい中、なにか新し

い事にチャレンジできないかと検討し、本日のリモート同窓会の開

催となりました。今まで動くのが難しかった高齢の先輩方から清水

の現役在校生、また、関東のみならず全国・全世界からの参加が容

易となり、今までとは違った幅広い参加の可能性に期待しました。

皆さん、昨年よりの自粛により1年以上顔を見ていない同窓生が多

いかと思います。本日は思い思いに用意した飲み物や料理を楽しみ

つつ、故郷や母校の話を肴にして、同窓生同士の幅広い交流を楽し

んで頂ければと思います。

関東地区同窓会会長 大川直治（高25回生）

■清水東高関東地区同窓会事務局

事務局長 中川 義夫

kiyokoukantou@gmail.com

TEL:080-3716-9653

■清水東高関東地区同窓会

http://kiyoko-kanto.jp/

■清水東高番外交流会

http://bangai.kiyoko-kanto.jp/

■アンケートにご協力をお願いします。

（2021年６月30日締切）

https://bit.ly/3oFcr5b
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【 代表幹事挨拶 】

皆様、こんにちは。高36回生関東代表幹事の中嶋丈寿です。

今回のテーマは「コロナに負けるな！今だからつながろう、清高生！」

です。世界的なコロナ蔓延の影響で昨年度の関東同窓会は中止となり、

今期の開催も危ぶまれておりましたが、何とか開催をしたいとの思いか

ら、初めてのリモート開催とさせていただきました。

こんな時だからこそ、清高生がつながることができればと考えており

ます。丁度、我々の高校時代はサッカー部全盛の時でした。その頃の記

憶が少しでも蘇るようにと、当時の動画も用意しております。来年には

みんなで集まって通常通りお酒を酌み交わすことが出来ることを祈りな

がら今回はリモートで楽しみましょう。 中嶋丈寿（高36回生）

【 代表幹事挨拶 】

今年こそは、コロナの収束を期待したものの、残念ながら今年も皆さ

んと直接お会いすることは叶わず、リモート開催となりました。

我々高35回生も卒業して38年。それぞれが様々な環境で歳を重ね、今

やっと肩の力を抜いて一息つける時間を迎えている事と思います。19日

には「同じ時間」を共に過ごした皆さんと、声を嗄らして声援を送った

38年前に戻って、改めて私達が過ごした時間の素晴らしさを噛みしめた

いと思います。

関東地区を超えて全国の同窓生の懐かしい顔が見られることを楽しみ

にしています。 中村健治（高35回生）

17.4

【 司会挨拶 】

今回の関東同窓会は、高35・高36回生の合同開催です。講演会も2

テーマあり、今の時代に即した非常に興味深いテーマで、ぜひ視聴いた

だければと思います。今回のテーマは、「コロナに負けるな！今だから

つながろう、清高生！」です。昨年の緊急事態宣言の時は、店頭からト

イレットペーパーがなくなり、昭和（私は小学生でした。）のオイル

ショックを思いだしてしまいました。

「今だからつながろう」ということで、一堂に会しての臨場感には及

びませんが、初のリモート開催となります。いろいろ制約の多い状況で

すが、一緒に有意義な時間を過ごせたらと考えています。何かと不便の

多い今日ですが、この状況が一日も早く解消され、平穏な日々が戻るこ

とを祈りつつ、6月19日、皆様にお会いできる事を楽しみにしています。

根本詢士（高36回生）
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【講演会】

「ポストコロナの時代は“学び直し”で幸せに」

講師： 越水重臣 氏 （高35回生）

東京都立産業技術大学院大学 教授

【 経歴 】

1983年 清水東高校を卒業、同年、慶應義塾大学に入学
1989年 慶應義塾大学大学院 理工学研究科 を修了、同年に
イーストマン・コダック（ジャパン）株式会社 R&Dセンターに入職
1994年 静岡理工科大学 機械工学科 助手
2000年 慶応義塾大学にて博士号（工学）取得
2008年 公立大学法人 首都大学東京 産業技術大学院大学に移り
2014年から現職（2020年4月 大学名称が変更）

〈 講師からひと言 〉
COVID-19の世界的な流行により、未来がより予測困難になった今、個人が自分自身でポストコロ

ナの未来を描き、「それに向かってどのように人生をデザインしていくか」という問いが突き付けら
れています。
現在私はというと、社会人が通う大学院で教鞭をとっています。本学は業種も職種もキャリアも異

なる多様な社会人が学ぶ、いわゆるリカレント教育の機関です。コロナ禍でも志願者は増えています。

カリキュラムは修士課程の2年間なのですが、1年
次は講義や演習を通じて自分自身の強みを磨きます。
そして2年次はチームを作り1年間のプロジェクトを
遂行し、多様性のあるメンバーとの間でお互いの知
識や経験を著作権フリーで交換しながら学び合いま
す。そうした他流試合をしていく中で、自分自身の
価値観もおのずと鮮明になっていきます。
本学のことを「人生の交差点みたいなところだ」

と表現した修了生がいます。学びを修め、キャリア
アップ、キャリアチェンジ、さらにはライフシフト
する人も少なくありません。今回の講演では、幸せ
な人生をデザインするために、大人の学び直しが思
いのほか役立っているのはないかといった仮説を、
修了生へのインタビューを交えながらお話したいと
思っています。

高1の遠足（竜爪山）、剣道部で記念撮影
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【講演会】

「イノベーションの価値、企業の値段」

講師： 久保田健 氏 （高36回生）
アステラス製薬 事業開発部 部長

【 経歴 】

1984年 清水東高(サッカー部)卒業、同年東京大学入学
1988年 東京大学大学院 修士課程進学
1991年 英国ケンブリッジ大学 生化学科 博士課程
アステラス製薬つくば研究所に入社後、薬事部、ファーマコビジラ
ンス部などを経験。途中、医療経済研究機構に出向。
2013年より2019年までアステラス米国オフィス(シカゴ)に赴任。
2020年より帰国し、現職。

〈 現在の仕事内容 〉
当社では、得られていない治療法を患者さんに届けることを目的に、自社の研究だけでなく、大学

やバイオベンチャーなどで見出されたイノベーションについても積極的に取り込み、事業化を進めて
います。事業開発部では、このライセンス提携や、M&Aの相手探しから、契約の交渉、締結を行っ
ております。これまで強みだった泌尿器、移植の領域から、最近ではがん免疫療法や、細胞、遺伝子
治療、再生医療などにも投資・提携を進めています。提携の候補先は、日米欧中の全世界にわたり、
2019年度の実績では14件、総額約3500億円の提携を締結いたしました。

〈 高校時代の思い出 〉
サッカー部に所属し、カリスマの勝澤監督と、当時から全国に知られていたチームで一緒にプレー

させていただけたことは一生の宝です。横浜国体や選手権大会など大きな大会の思い出も多々ありま
すが、3年間の日常の一コマ一コマも、懐かしく思い出されます。野球部と分け合っていたグランド
とトイレに半分つながっていた部室。季節ごとに過ごした体育館裏の合宿所。練習終わりの前店、秋
葉神社などなど。また理数科におりましたので、山ほどの補習、道志村の勉強合宿など先生方には手
厚いご支援をいただきました。息子の受験には予備校に頼らざるえなかったことを考えると、一層有
難いことであったと感じます。

〈 同窓生へのメッセージ 〉
清水を離れて長い随分と経ってしまい、多くの方にご無沙汰しております。しかし、今回のお話を

機会に、皆さんと旧交を温めさせていただければと思います。また、実家はまだ清水にあり、エスパ
ルスにも継続会員のままです。これを機会に、これからもっと清水にも関われるようにして行きたい
です。
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